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 1 ． ルミネッセンス年代測定

　　　代表者　長谷部徳子
　　　協力者　中野靖幸・小形　学・伊藤健太郎
　熱ルミネッセンス年代測定法は，環境放射線によ
って電子が励起され準安定状態になったものが，熱
により活性化して再び基底状態に戻る際にエネルギ
ー準位の差に相当するエネルギーを光（ルミネセン
ス）として発するのを利用した年代測定法である。
白山火山から石英を分離して新白山火山の熱ルミネ
ッセンス年代測定を試みた。その結果新白山Ⅰ期溶
岩は約50NDとなり，既報である.�$U年代と比較し
て厳密にはやや古いもののおおむね一致した年代と
なった。また新白山Ⅱ期に分類されている火砕流岩
塊のうち，弥陀ヶ原周辺に分布する黒ボコ岩と同時
期と思われる岩塊は，約35NDの年代測定結果となっ
た。また弥陀ヶ原周辺の岩塊の中で北東部に分布す
るものは新白山Ⅰ期溶岩と同時期の50NDとなり，新
白山Ⅰ期溶岩が岩塊状に割れたものである事が示唆
された。山頂周辺の新白山Ⅱ期の火砕流岩塊はおお
よそ8�5NDという値と計算されたが，ルミネッセン
スシグナルの強度が弱く信頼できる値を求めること
ができなかった。

 2 ．  白山亜高山帯・高山帯の植生地理とその長期変

動

　　　代表者　古池　博
　　　参加者　白井伸和･中野真理子
―白山高山帯におけるササ群落の拡大速度の精密測
定⑶―
　白山亜高山帯におけるササ群落の拡大速度を精密
に測定するため，一昨年（2010年度）に，弥陀ヶ原
ほか三ヶ所に基準線を設け，一年ごとに継続的に測
定を行うこととした。測定方法は，1�年間の間隔を
おいて，継続的にシュート先端部の位置を測定する
こととした。この基準線はササ群落の拡大方向に垂
直に設けた。
　2011年度の測定の結果，新しいシュートの伸長方
向は様々であることが判明した。ササ群落の拡大方
向への新しいシュートの成長は間歇的突発的で，数
年間を通じて平均すれば，約10FP�年程度の値にな

るものと推定した。
　今回（2012年度）の測定の結果，この推定値は過
大見積りで，実際はより低い可能性があることが示
唆され，引き続き観測を重ねる必要のあることが判
った。
―ハクサンコザクラ群落を中心とした雪田植生の動
態観測⑴―
　今までの調査研究により（2010年度「ハクサンコ
ザクラの生活史と群落形成⑴」，2011年度「ハクサ
ンコザクラの生活史と群落形成⑵」），ハクサンコザ
クラの生活史に於ける注目すべき点が，冬季積雪下
とその前後における結球現象であることが明らかに
なった。
　白山では積雪前の10月初旬までには結球して，積
雪下では，地表上の結球状態で休眠する（ラウンキ
エーの生活形では，地表植物に属する）。初夏，融
雪するとただちに展葉し，急速に花茎を伸ばして開
花する。ただし，融雪しても気温がまだ低い状態で
は結球状態を維持し，展葉しない。ハクサンコザク
ラの結球は，その内部での発育を前進させることに
より，融雪時期が遅い環境での生育を可能にしてい
るものと推定される。
　もし，この推定が正しいならば，ハクサンコザク
ラ群落の立地可能な土地の融雪時期の範囲が限定さ
れるはずである。
　上限（時期的に早期の限界）は白山の亜高山帯で
は�6�月中旬であることが，ササ群落の立地により
雪田植生の成立が抑制される機作から，今までのわ
れわれの調査研究により明らかにされている。下限
（時期的に遅い限界）は，今のところ未解明であ
る。よって，ハクサンコザクラ群落などを中心とし
た雪田植生の消長の長期的観測により，雪田植生が
立地できる融雪時期の範囲を明らかにすることにし
た。
　本年度（2012年度）は，雪田植生の立地する南龍
ヶ馬場及び室堂平等の適地を選定して，長期観測用
の測線を白山中央部の雪渓群に複数設定し，位置等
を計測した。
　内容は，南龍ヶ馬場：2，キャンプ場池塘付近：
1，弥陀ヶ原：1，カンクラ雪渓：1，その他御前
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峰南斜面雪渓群：4，の合計�9�本である。
　なお，ハクサンコザクラと並んでハクサンオオバ
コは雪田植生の主要な植物であるが，同種も結球す
ることが知られている。その生活史の解明も，同測
線上の融雪時期や雪田植生の観測と，併せて実施す
ることを目的とする。

 3 ． 白山の高山植物の生態学的研究

 ― 標高傾度に沿ったハナバチ類とハナアブ類の

分布パターンと訪花植物の比較―

　　　代表者　笠木哲也
　　　参加者　中村浩二
　白山地域を含む加賀地方で標高傾度に沿ったハナ
バチ相の比較を試みた。標高70Pの低地から白山山
頂付近の標高2�590P地点まで5か所の調査地を設定
して，4�月から11月にかけてハナバチ相を調べた。
また，各地点のハナバチ相をもとに対応分析による
座標づけを行うと，第�1�軸に沿って�5�か所の調査地
が並んだ。また，ハナバチ相をもとにクラスター分
析を行うと，標高800P付近を境にハナバチ相が大
きく変化することが明らかになった。以上からハナ
バチ類は種によって標高傾度に沿った分布域の違い
があるとともに，低地性と山地及び高山性に大別す
ることが可能であることが示唆された。今後，花資
源の分布の季節変化とハナバチ類の垂直移動を詳細
に検討する必要がある。また，ハナアブ類は山地か
ら高山帯にかけて種数，個体数ともに多かったが，
同定が難しいために現時点ではデータ収集は困難で
あった。

 4 ． 石川県内に生息する野生ニホンザル個体群の

 動態について

　　　代表者　滝澤　均
　　　参加者　伊沢紘生
　　　協力者　志鷹敬三　他11名
⑴　2011年度冬に観察された群れの動向
　今冬は蛇谷や中ノ川，尾添川，雄谷，目附谷，手
取川本流などで観察できた13群から検討を加えた。
　今冬の調査では，カムリ'群で分裂が確認された。
カムリ'1群とカムリ'2群である。各群れの個体数
は，カムリ'1群で推定40 ～ 50頭，カムリ'2群で56
頭�αであった。遊動域は，カムリ'1群が雄谷の
ブナオ山斜面（かつてカムリ$群から分裂した際利
用していた地域），カムリ'2群が目附谷から尾添集
落一帯であった。また，タイコ$21群は，91頭の群

れになり，追随オスも16頭と非常に大きな群れにな
っていた。調査期間中も�2�つのグループに分かれ
たり，合流したりと非常に流動的な動きを見せてい
て，近い将来分裂に進展してゆく可能性が指摘され
た。さらに，タイコ%22群は，調査期間の後半に確
認できず，本来利用している地域から別に地域へ移
動してしまったのではないかと推測された。
　現在，この地域には30群が生息していると推測さ
れ，特に雄谷から手取川と尾添川の合流地域にかけ
ては，多くの群れが存在し，狭い地域にこれら多く
の群れが集中している状況である。今後，ますます
群れが増加することで，この地域の各群れによる土
地利用の様子や群れ間関係も変わってくると推測さ
れる。さらに，この地域からはじき出されて分布域
を拡張することも考えられる。
　直接観察できた群れは少なく，さらにフルカウン
トできていないことが多いため，昨年までに収集し
たデータと単純には比較はできないが，各群れの状
態を検討すると，タイコ$21群やタイコ$22群，タ
イコ%21群では昨年の個体数より増加していると推
測できる。カムリ$1群でも現状維持が観察された。
他の群れについては，比較に値するデータは得られ
ていないが，この一年，極端に個体数を減少させる
原因は考えられないことから，各群れとも現状維持
傾向を示しているものと推測できる。これは，群れ
の密度の高まりと共に冬期間の群れ集中地域の環境
収容力いっぱいの個体数が生存していることで，資
源量に限りがあり，個体数を増加させる余裕がなく
なっているのではないだろうか。さらに，群れの優
劣関係から，優位な群れより劣位の群れに資源量の
制限が効果的に影響を及ぼしていることも推測され
る。
⑵　ニホンザルの保護・管理について
　石川県内でも徐々に野生ニホンザル個体群の分布
域拡大が顕著になってきている。また，白山地域で
は，個体数や群れの増加が確実で，特に冬期間，非
常に密度の高い状況に陥っており，今後，更なる分
布域の拡大が発生する恐れがあることが指摘でき，
今後の保護管理計画にも影響してくるものと推測さ
れる。

 5 ．  透過型砂防堰堤による生態環境，水理環境の改

善効果の検証

 ― 蛇谷川の生態環境調査とベントス相の調査―

　　　代表者　谷田一三
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　　　参加者　高橋剛一郎
　2012年秋に，蛇谷川において，従来型砂防堰堤上
部（ 2�地点林道ゲート横，レストハウス下流），透
過型砂防堰堤上部（ 1�地点レストハウス上流），参
照地点（中宮展示館）について，河川の生息場所環
境の調査，線格子法による，河床材料調査，早瀬か
ら平瀬にかけての底生動物の定量採集を実施した。
最上部の従来型堰堤上部では，上流からの大粒径の
石礫の供給により粗粒化傾向が見られた。これらの
詳細については，精査して公表する。また，底生動
物については，2011年に採取したサンプルの追加同
定を行い，ユスリカ相などを明らかにした。




